
既設床版を斫ることなく舗装厚内に設置できる
荷重支持型鋼製伸縮装置

◆ジョイント高さが65mmなので、以下のメリットが得られます。

❶損傷リスクの低減
　既設床版内の鉄筋を傷つけることなく設置できます。
　PC桁端部の箱抜きが不要です（舗装厚70mm以上の場合）。
❷騒音対策
　はつり時間および交通規制時間の短縮が図れます。
❸環境対策
　はつり作業で生じる産業廃棄物が減少します。
❹除雪対策
　寒冷地向けに除雪車誘導板対応タイプをラインアップしています。

▶特 長

▶NETIS 掲載期間終了技術   KT-110085-A



2021年 5月版

舗装内設置型 荷重支持型鋼製伸縮装置

概 要

★品質改良のため、製品規格の一部を変更する場合がありますので、ご了承ください。

●取扱店

http://www. sho-bond.co. jp
〒103-0015  東京都中央区日本橋箱崎町 7-8   TEL. 03（6861）8101（代表）

■販売

■製造・販売

■適用範囲

型 式
フィンガー遊間 D（mm） 適用床版最大遊間

（mm）
伸縮量

（mm）
重 量

（kg/1.8m）最 大 最 小

AIJ-20
25 5 86 20

42.3 （軽量型）

AIJ-20-G（誘導版対応型） 53.6 （普通型）

AIJ-30
40 10 106 30

44.8（軽量型）

AIJ-30-G（誘導版対応型） 55.7（普通型）

AIJ-40
50 10 126 40

55.3（普通型）

AIJ-40-G（誘導版対応型） 67.5（普通型）

AIJ-50
60 10 146 50

58.1 （普通型）

AIJ-50-G（誘導版対応型） 71.5 （普通型）

■疲労載荷試験結果
AIジョイントは設計荷重200kN（100kN＋衝撃荷重）にて500万
回の静的疲労試験をクリアしています。　
大型車交通量7,000＊台の場合、鋼道路橋の疲労設計指針（H14
日本道路協会）より試算すると、約60年の設計供用期間となり
ます。

＊主要国道（東京都）における大型車交通量を、平成27年度 道路交
　通センサスデータを参考に算出。

Y = nti/（ADTTsLi ×γn × 365）
Y 　　　：  設計で考慮する期間（年）
nti 　　    ：  疲労設計荷重の載荷回数
ADTTsLi   ：   一方向一車線あたりの日大型車交通量
γn 　　 ：   頻度補正係数（0.03）
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【通常タイプ  断面図】 【誘導板対応タイプ  断面図】
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